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別紙１

通常型上部消化管内視鏡検査時の下咽頭観察におけるバルサマウスの有用性に関する検討

過去を含めた内視鏡画像を用いた後ろ向きの観察研究により、バルサマウスを使用した上部消化管内
視鏡検査の下咽頭観察における有用性を検討します。
バルサマウスとは：バルサマウスは内視鏡検査時に患者の開口状態を保持する器具です。 また、口
腔内から空気が漏れることを低減するための器具でもあり、患者の呼気により口腔内の圧力を上げる

Valsalva法にて喉頭を挙上・展開させ、下咽頭検査を補助するために使用されます。

松江赤十字病院を受診され、バルサマウスを使用した上部消化管内視鏡検査を受け
られた方

2016 2019

当院で通常径の上部消化管内視鏡検査を受け、さらにバルサマウスを使用した内視
鏡写真を確認し、その有用性を検討します。 また、臨床データもカルテから、同時
に収集します。

カルテ記録からは年齢、性別、血液検査所見、画像検査所見、病理組織学的検査所
見、治療歴等をデータとして使用します。なお、個人情報は十分保護されます。

 情報の保護：
調査情報は松江赤十字病院にて厳重に取り扱います。電子情報の場合はパスワード
等で制御されたコンピュータに保存し、その他の情報は施錠可能な保管庫に保存し
ます。調査結果は個人を特定できない形で関連の学会等にて発表する予定です。
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